
令和７年度DXハイスクール 取組概要
• 文理横断実体験型学習プログラム
• 創造型情報実習スタジオの創設

Global Science の視点から
持続可能な社会を目指すイノベーション力の育成

取組

育成する生徒像・取組による効果

大学理系学部進学率：38.3％（令和５年度実績値）
：50％（目標値）※令和10年度

情報・データサイエンス教育の充実
・GS情報Advance（学校設定科目・情報Ⅱ等）の開設
情報と情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用しながら問題を発見・解決する
力を養うため、令和８年度教育課程において学校設定科目「GS情報Advance」
（学校設定科目・情報Ⅱ等）を開設。データサイエンスの手法を活用したデータ
分析やプログラム開発等を通じて、高度な情報活用能力の習得を目指す。

・情報特別講座の開講（生徒）
電気通信大学・大阪成蹊大学等の外部専門機関との連携をさらに強化しなが
ら、プログラミング、統計学的処理、AI活用等に係る「情報特別講座」を生徒対象
に開講。

・データサイエンス講座の開講（教員）
滋賀大学データサイエンス学部等の外部専門機関との連携をさらに強化しながら、
「データサイエンス講座」を教員対象に開講。課題研究や教科指導等におけるICT
活用能力の向上を図る。

高大連携・外部専門機関との連携を強化
大学等の外部専門機関との連携を強化し、最先端の研究
に触れることにより、課題研究等の充実を図る。
・滋賀県立大学・長浜バイオ大学等教授による課題研究への
 指導助言
・滋賀大学・PLIJ（東京大学）等による特別講座・セミナー
・関西学院大学や京都大学付属研究機関等における研修

【自立】幅広く深い教養や探究心を身につけ、自ら主体的に行動し人生を切り拓く力を育成します
【協働】心豊かでグローバルな視点を持ち、多様な人々と共に持続可能な社会を実現する力を育成します
【創造】自らの資質・能力を伸ばす挑戦を惜しまず、新しく価値のあるものを創る力を育成します

継続
基本

課題研究・文理横断的な学び（教科融合授業）の発展
・「Advanced Research」「Integrate」「GS Research」（学校設
定科目）による課題研究のさらなる充実
学校設定科目による課題研究においては、シミュレーションソフトを用いた渦の研究や、

3Dプリンタによる図面設計を通じてエネルギー機関の研究を行うなど、ハイスペックPCを
はじめとするデジタル機器を活用し、調査・分析の高度化を図る。

・「イノベーション力講座」等特別講座の開講
企業や各種団体において社会課題の解決に向けて取り組んでいる研究者、エンジニ
ア等を講師とした「イノベーション力講座」等の特別講座を開講する。 「イノベーション力
講座」では、商品開発や研究の視点、海外での勤務経験などから、グローバルな視点
や問題発見・解決能力の育成を図る。

・文理横断的な学び（教科融合授業）について
社会的課題に対して文理の枠を越えて、俯瞰的・多角的に考え解決する総合的な
力を育むため、数理・データサイエンス・AIなどを含む複数の教科を融合した授業を実
践する。社会問題などに関わる１テーマ（過去のテーマは「感染症」「半導体」「プラス
チック問題」など）を定め、複数の教科担当が有機的につながり、授業を展開する。授
業では実験を組み入れ、タブレット端末などICT機器を活用する。

情報Ⅱ等の履修率 ：20％（目標値）※令和10年度

滋賀県立彦根東高等学校
（公立・普通科）

・住民参加型防災マップ
・カーボンニュートラルに向け
た日本の水素戦略
・都市に住まうことのデザイン
・脳のかたちをどのように理解
 するか
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